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地
震
発
生
〜
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９
・
０

　

平
成
23
年
３
月
11
日
金
曜
日　

14
時
46
分
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
と
い

う
国
内
観
測
史
上
最
も
大
き
な
地

震
が
発
生
し
た
。
こ
の
東
日
本
大

震
災
の
最
大
震
度
は
、
宮
城
県
栗

原
市
の
震
度
７
で
、
そ
の
他
宮
城

県
、
福
島
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県

と
広
域
に
わ
た
り
震
度
６
強
の
非

常
に
強
い
揺
れ
を
観
測
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
地
震
に
よ
り
発
生

し
た
想
定
を
は
る
か
に
超
え
た
大

津
波
は
、
東
北
地
方
か
ら
関
東
地

方
に
か
け
て
の
沿
岸
部
に
壊
滅
的

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

さ
ら
に
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
被
災
に
よ
る
放
射
線
漏
れ

も
発
生
し
、
複
合
的
か
つ
広
域
に

未
曾
有
の
被
害
が
及
ん
だ
。

２ 

　 

消
防
本
部
の
状
況

❶
消
防
本
部
の
設
置

　

こ
の
地
震
に
よ
り
、
横
浜
市
内

で
は
、
最
大
震
度
５
強
を
中
区
で

観
測
し
た
た
め
、
同
時
刻
を
も
っ

て
、
横
浜
市
災
害
対
策
本
部
を
設

置
す
る
と
同
時
に
、
消
防
局
長
を

本
部
長
と
す
る
消
防
本
部
と
、
各

消
防
署
長
を
地
区
本
部
長
と
す
る

地
区
本
部
を
設
置
し
、
現
有
人
員

を
も
っ
て
各
班
長
の
指
揮
の
下
、

市
内
の
被
害
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
初
動
措
置
を
開
始
し
た
。

❷
消
防
本
部
の
対
応

　

地
震
発
生
直
後
の
初
動
対
応
と

し
て
は
、

⑴
消
防
本
部
（
局
）
及
び
消
防
地

区
本
部
（
18
消
防
署
）
を
設
置
し
、

全
職
員
を
召
集
す
る
全
員
配
備
体

制
を
発
令

⑵
庁
舎　

、
車
両
、
職
員
等
の
被

害
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
災
害

に
対
応
で
き
る
消
防
態
勢
の
実
態

把
握

⑶
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
情
報

収
集
活
動
と
し
て
、
１
１
９
番
通

報
等
の
受
信
、
航
空
隊
に
よ
る
映

像
伝
送
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
上

空
か
ら
の
情
報
収
集
並
び
に
、
高

所
カ
メ
ラ
及
び
繁
華
街
安
全
安
心

カ
メ
ラ
に
よ
る
災
害
初
期
情
報
の

収
集

⑷
危
険
物
施
設
を
有
す
る
29
の
特

定
事
業
所
に
被
害
状
況
の
確
認

⑸
地
震
情
報
及
び
震
源
地
付
近
の

被
災
地
の
情
報
収
集

を
、
指
揮
班
、
指
令
班
、
情
報
処

理
班
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
分
担

に
よ
り
迅
速
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
情
報
が
把
握
で
き
な
い
部
分

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
相

互
の
協
力
に
よ
り
補
完
し
あ
う
形

で
対
応
を
行
っ
た
。

❸
１
１
９
番
通
報

　

こ
の
日
の
１
１
９
番
通
報
は
、

１
，９
９
５
件
と
な
り
、
通
常
の
一

日
の
平
均
の
約
３
倍
以
上
の
通
報

が
殺
到
し
た
。
し
か
し
緊
急
通
報

に
混
じ
り
問
い
合
わ
せ
が
そ
の
大

半
を
占
め
た
。そ
の
主
な
内
容
は
、

「
電
気
は
い
つ
復
旧
す
る
の
か
」、

「
公
共
交
通
機
関
の
運
行
状
況
を
教

え
て
」、「
家
族
の
安
否
が
確
認
で

き
な
い
」
な
ど
で
、
こ
う
し
た
問

い
合
わ
せ
に
翻
弄
さ
れ
た
。
指
令

管
制
員
が
１
分
１
秒
を
争
う
緊
急

通
報
に
対
応
す
る
中
、
震
災
直
後

の
問
い
合
わ
せ
が
押
し
寄
せ
た
こ

と
に
よ
り
、
市
内
の
災
害
状
況
の

把
握
に
混
乱
を
生
じ
た
の
も
事
実

で
あ
る
。

　

今
回
は
発
災
し
た
時
間
帯
が
夕

刻
前
の
明
る
い
時
間
帯
で
あ
っ
た

が
、仮
に
夜
間
、深
夜
帯
に
発
災
し
、

停
電
が
起
き
た
場
合
、
電
気
も
つ

か
ず
、
テ
レ
ビ
か
ら
の
情
報
も
全

く
と
れ
な
い
状
況
と
な
っ
た
と
き

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
何
倍

も
の
問
い
合
わ
せ
等
が
殺
到
し
、

回
線
が
許
容
範
囲
を
超
え
る
こ
と

も
危
惧
さ
れ
る
。

　

市
内
の
被
災
状
況
や
災
害
状
況

を
一
刻
も
早
く
つ
か
み
、
災
害
の

全
体
像
を
把
握
し
、
必
要
な
消
防

力
の
投
入
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行

う
た
め
に
は
、
市
民
か
ら
の
１
１

９
番
回
線
の
輻
輳
化
へ
の
対
応
は
、

大
都
市
に
お
け
る
大
き
な
課
題
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。

❹
消
防
態
勢
の
強
化

　

当
日
の
消
防
隊
、
救
急
隊
の
編

成
に
加
え
、
多
数
の
災
害
発
生
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
毎
日
勤

務
者
や
動
員
し
た
職
員
に
よ
っ
て

編
成
し
た
増
強
消
防
隊
、
増
強
救

急
隊
を
配
備
し
、
総
数
２
４
９
隊

の
部
隊
で
態
勢
の
強
化
を
図
り
、

市
内
で
発
生
し
た
災
害
に
対
応

表１　派遣指示等の受信日時

３月11日
　15時40分 航空隊
　16時25分 指揮支援隊　（すぐに待機命令に変わる）
　17時35分 神奈川県隊
３月12日
　３時05分 指揮支援隊
３月19日
　15時30分 福島第一原子力発電所派遣隊
 救急部隊の増強
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し
た
。

❺
市
内
の
災
害

　

発
災
直
後
に
、
市
内
で
発
生
し

た
火
災
10
件
の
対
応
を
は
じ
め
、

都
筑
区
の
事
務
所
ビ
ル
の
倒
壊
に

よ
る
２
人
の
閉
じ
込
め
救
助
現
場

に
は
、
本
部
直
轄
の
特
別
救
助
機

動
部
隊
を
投
入
し
た
ほ
か
、
47
件

の
救
助
活
動
と
ガ
ス
臭
気
の
発
生

な
ど
の
通
報
98
件
に
消
防
隊
等
が

出
動
し
た
。

　

火
災
に
つ
い
て
は
、
誤
報
な
ど

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
結
果
的
に
３

件
の
火
災
を
消
火
す
る
と
も
に
、

建
物
の
倒
壊
や
エ
レ
ベ
ー
タ
の
閉

じ
込
め
か
ら
59
人
を
救
助
し
た
。

ま
た
、
救
急
活
動
は
、
11
日
中
で

６
５
１
件
の
救
急
出
場
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
地
震
に
よ
る
も
の
は
64

人
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
地
域
防
災
の
要
で
あ
る

地
域
に
密
着
し
た
消
防
団
は
、
車

両
隊
３
３
２
隊
、
地
域
活
動
隊
２

４
７
隊
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

活
動
を
実
施
し
た
ほ
か
、
地
域
防

災
拠
点
で
の
支
援
活
動
、
火
災
や

救
助
な
ど
の
災
害
応
急
活
動
を
実

施
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
市
内
で
発
生
し
た

災
害
に
対
応
し
つ
つ
、
緊
急
消
防

援
助
隊
と
し
て
の
応
援
要
請
を
視

野
に
入
れ
、
東
北
地
方
の
被
災
状

況
の
把
握
を
テ
レ
ビ
等
で
行
い
、

継
続
し
た
情
報
収
集
を
開
始
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
と
い
う
名
の
示

す
と
お
り
、
東
北
地
方
の
未
曾
有

の
被
害
を
は
じ
め
、
関
東
地
方
や

横
浜
市
内
も
被
災
す
る
な
か
、
市

内
の
災
害
対
応
を
図
り
な
が
ら
複

数
の
派
遣
場
所
へ
緊
急
消
防
援
助

隊
を
迅
速
に
出
場
さ
せ
る
困
難
性

に
も
直
面
し
た
。

３ 

　 

緊
急
消
防
援
助
隊
の
派
遣

❶
か
つ
て
な
い
規
模
の
派
遣

　

最
初
に
受
信
し
た
緊
急
消
防
援

助
隊
の
派
遣
要
請
は
、
平
成
23
年

３
月
11
日
、
15
時
40
分
に
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
届
い
た
指
揮
支
援
隊
航
空
部
隊

の
福
島
空
港
へ
の
派
遣
要
請
だ
っ

た
。そ
の
後
、緊
急
消
防
援
助
隊
は
、

福
島
県
第
一
原
子
力
発
電
所
へ
の

派
遣
等
を
行
い
、
最
終
的
に
６
月

６
日
の
救
急
部
隊
の
派
遣
が
解
除

さ
れ
る
ま
で
、
88
日
間
と
い
う
長

期
に
及
ぶ
、
か
つ
て
国
内
の
消
防

本
部
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
規

模
の
任
務
と
な
っ
た
。（
表
１
）

❷
航
空
隊
の
派
遣

⑴
概
要

　

航
空
隊
の
派
遣
指
示
を
受
け
、

３
月
11
日
17
時
20
分
に
岩
手
県
花

巻
空
港
に
向
け
、
第
二
航
空
隊（
は

ま
ち
ど
り
２
号
）
１
隊
７
人
と
、

支
援
を
行
う
航
空
支
援
隊
（
監
察

車
）
１
隊
３
人
の
計
２
隊
10
人
が

出
動
し
た
。
こ
の
派
遣
は
、
３
月

30
日
ま
で
の
20
日
間
に
わ
た
り
第

五
次
ま
で
実
施
し
た
。（
表
２
）

ア　

第
一
次
派
遣
隊
の
活
動

【
３
月
11
日
】

・
横
浜
ヘ
リ
ポ
ー
ト
か
ら
福
島
空

港
に
進
出
し
、
情
報
収
集
活
動
及

び
活
動
方
針
の
調
整

【
３
月
12
日
】

・
福
島
県
須
賀
川
市
内
の
被
害
調

査
及
び
情
報
収
集
活
動
（
須
賀
川

市
消
防
本
部
職
員
１
人
搭
乗
）

・
指
揮
支
援
隊
（
３
人
）
と
福
島

空
港
で
合
流
し
、
岩
手
県
に
人
員

輸
送

・
救
助
員
の
人
員
輸
送

【
３
月
13
日
】

・
岩
手
県
宮
古
市
の
被
害
調
査（
宮

古
市
長
及
び
宮
古
市
消
防
本
部
長

搭
乗
）
２
回

・
宮
古
市
重
之
半
島
及
び
船
越
半

島
捜
索

【
３
月
14
日
】

・
転
院
搬
送

　

宮
古
病
院
（
医
療
の
村
）
↓
盛

岡
中
央
病
院
（
岩
手
県
警
屋
上
ヘ

リ
ポ
ー
ト
）
／
45
歳 

男
性 

心
筋
梗

塞 

医
師
１
人
搭
乗

イ　

第
二
次
派
遣
隊
の
活
動

【
３
月
14
日
】

・
引
き
波
に
よ
る
警
戒
活
動

・
転
院
搬
送
（
不
取
扱
い
）

【
３
月
15
日
】

・
情
報
収
集

【
３
月
16
日
】

・
天
候
不
良
の
た
め
待
機

【
３
月
17
日
】

・
物
資
搬
送
及
び
情
報
収
集

　

搬
送
先
：
花
巻
空
港
か
ら
吉
浜

中
学
校
（
大
船
渡
市
吉
浜
地
区
）

／
物
資
項
目
：
横
浜
消
防
持
込
非

常
食
（
ア
ル
フ
ァ
米
、
豚
汁
等
）

ウ　

第
三
次
派
遣
隊
の
活
動

【
３
月
18
日
】

・
捜
索
活
動
（
宮
古
市
）

・
物
資
搬
送

　

搬
送
先
：
花
巻
空
港
か
ら
宮
古

市
旧
白
浜
分
校
海
岸
線
の
空
地（
宮

古
市
）／
物
資
項
目
：
非
常
食
、水
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等
１
９
３

㎏【
３
月
19
日
】

・
物
資
搬
送
及
び
捜
索
活
動

　

搬
送
先
：
花
巻
空
港
か
ら
合
同

資
源
産
業
（
宮
古
市
）
／
物
資
項

目
：
非
常
食
、
水
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
等
２
０
３
㎏

【
３
月
20
日
】

・
調
査
活
動
（
釜
石
市
）
釜
石
市

消
防
本
部
３
人
搭
乗

【
３
月
21
日
】

・
情
報
収
集（
吉
浜
及
び
唐
丹
湾
）

【
３
月
22
日
】

・
物
資
搬
送

　

搬
送
先
：
花
巻
空
港
か
ら
吉
浜

中
学
校
（
大
船
渡
市
吉
浜
地
区
）

／
物
資
項
目
：
衣
類
、
オ
ム
ツ
等

・
捜
索
活
動
（
吉
浜
及
び
唐
丹
湾

方
面
）

エ　

第
四
次
派
遣
隊
の
活
動

【
３
月
23
日
】

・
転
院
搬
送
（
釜
石
市
）

表２　航空隊派遣概要

期　間 派遣場所 宿営地

第 一 次 派 遣 隊 平成23年
３月11日16時45分～14日14時30分

岩手県花巻市
岩手県防災航空センター
（いわて花巻空港内）

岩手県
宮野目公民館

第 二 次 派 遣 隊 ３月14日７時00分～18日４時30分
花巻空港
応接室第 三 次 派 遣 隊 ３月17日６時20分～22日23時45分

第 四 次 派 遣 隊 ３月22日６時15分～25日23時05分

第 五 次 派 遣 隊 ３月25日６時15分～30日11時15分 ホテル千秋閣
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県
立
釜
石
病
院
（
市
民
体
育
体

育
館
）
↓
県
立
中
部
病
院
／
84
歳 

女
性 
左
大
腿
部
頸
部
骨
折 

看
護

師
１
人
搭
乗

【
３
月
24
日
】

・
転
院
搬
送
（
釜
石
市
）

　

県
立
釜
石
病
院
（
新
日
鉄
釜
石

陸
上
競
技
場
）
↓
県
立
中
央
病
院

（
岩
手
県
警
屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
）
／

65
歳 

男
性 

肺
炎 

医
師
及
び
関
係

者
２
人
搭
乗

【
３
月
25
日
】

・
転
院
搬
送
（
大
船
渡
市
）

　

県
立
大
船
渡
病
院
（
駐
車
場
）

↓
県
立
中
部
病
院
（
岩
手
県
警
屋

上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
）
／
82
歳 

男
性 

肺

炎 

医
師
及
び
看
護
師
２
人
搭
乗

オ　

第
五
次
派
遣
隊
の
活
動

【
３
月
26
日
】

・
天
候
不
良
の
た
め
待
機

【
３
月
27
日
】 

・
転
院
搬
送
（
釜
石
市
）

　

県
立
釜
石
病
院
（
新
日
鉄
釜
石

陸
上
競
技
場
）
↓
総
合
花
巻
病
院

（
花
巻
空
港
）
／
65
歳 

女
性 

肺
炎 

看
護
師
及
び
関
係
者
２
人
搭
乗

【
３
月
28
日
】

・
転
院
搬
送
（
大
船
渡
市
）

　

県
立
釜
石
病
院
（
新
日
鉄
釜
石

陸
上
競
技
場
）
↓
総
合
花
巻
病
院

（
花
巻
空
港
）
／
89
歳 

女
性 

肺
炎
、

腎
不
全 

看
護
師
１
人
搭
乗

・
人
員
輸
送

　

花
巻
空
港
↓
釜
石
市 

（
医
師
及

び
看
護
師
の
２
人
）

⑵
教
訓
と
課
題

　

航
空
部
隊
が
搭
乗
す
る
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
任
務
は
、
指
揮
支
援
隊

員
の
搬
送
、
情
報
収
集
活
動
、
救

助
活
動
及
び
救
急
活
動
並
び
に
人

員
搬
送
、
物
資
搬
送
、
消
火
活
動

及
び
広
報
活
動
等
、多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
。
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
安
全
性
、

機
動
性
、
さ
ら
に
は
効
率
性
で
あ

り
、速
や
か
に
被
災
地
に
進
出
し
、

陸
路
が
寸
断
さ
れ
侵
入
で
き
な
い

地
域
で
多
く
の
要
救
助
者
を
救
助

し
、救
出
し
、及
び
搬
送
す
る
ほ
か
、

多
数
の
救
助
隊
員
や
大
量
の
作
業

資
機
材
、
支
援
物
資
等
を
搬
送
で

き
る
能
力
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
災

害
を
想
定
す
る
と
、
今
後
は
現
行

機
よ
り
性
能
の
高
い
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
導
入
も
考
え
る
必
要
が
あ

る
。

　

ま
た
、
食
糧
や
燃
料
の
確
保
も

活
動
上
に
お
い
て
は
重
要
な
問
題

で
あ
る
。
被
災
地
に
お
い
て
、
限

ら
れ
た
人
員
の
中
で
実
施
す
る
こ

と
は
、
事
実
上
困
難
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
後
方
支
援
に
関
し
充
実

を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

❸ 

指
揮
支
援
隊
（
陸
上
部
隊
）
の

派
遣

⑴
概
要

　
『
緊
急
消
防
援
助
隊
の
編
成
及
び

施
設
等
に
係
る
基
本
的
な
事
項
に

関
す
る
計
画
』（
平
成
16
年
２
月
６

日
）に
よ
れ
ば
、
指
揮
支
援
隊
は
、

航
空
部
隊
の
派
遣
時
に
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
同
乗
し
て
、
現
地
に
赴
く

と
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
東
日

本
大
震
災
で
は
、「
航
空
隊
は
人
命

救
助
最
優
先
の
指
示
に
よ
り
航
空

救
助
員
を
搭
乗
さ
せ
よ
」
と
の
指

示
に
よ
り
、
指
揮
支
援
隊
は
消
防

局
で
待
機
し
、
出
動
要
請
を
待
っ

て
い
た
。そ
の
後
、12
日
３
時
５
分
、

指
揮
支
援
隊
の
派
遣
要
請
を
受
け
、

出
動
に
至
っ
た
。

　

前
日
の
発
災
時
に
既
に
隊
員
の

確
保
は
完
了
し
て
い
た
た
め
、
指

揮
支
援
隊
合
計
５
人
は
、
先
遣
出

場
し
た
指
揮
支
援
隊
航
空
部
隊
が

待
つ
福
島
空
港
に
向
け
３
時
11
分
、

消
防
局
を
出
動
し
た
。

　

こ
の
派
遣
隊
は
、
そ
の
後
、
活

動
拠
点
を
岩
手
県
宮
古
市
宮
古
消

防
署
と
指
示
さ
れ
、
指
揮
支
援
部

隊
長
で
あ
る
名
古
屋
市
消
防
局
の

総
指
揮
の
下
、
全
国
各
地
か
ら
集

結
し
た
消
防
部
隊
の
う
ち
、
秋
田

県
隊
、
盛
岡
市
消
防
本
部
の
部
隊

管
理
活
動
や
、
自
衛
隊
や
医
療
機

関
と
の
活
動
内
容
の
調
整
を
行
っ

た
。
横
浜
市
消
防
局
指
揮
支
援
隊

の
指
揮
支
援
活
動
は
、
そ
の
後
、

第
三
次
派
遣
隊
の
活
動
が
終
了
す

る
３
月
23
日
ま
で
の
12
日
間
続
い

た
。（
表
３
）

○
第
１
〜
３
次
遣
隊
の
活
動

・
岩
手
県
緊
急
消
防
援
助
隊
調
整

本
部
（
指
揮
支
援
部
隊
長
：
名
古

屋
市
消
防
局
）
と
の
調
整

・
緊
急
消
防
援
助
隊
秋
田
県
隊
の

運
用
調
整

・
宮
古
広
域
消
防
本
部
と
の
調
整

・
後
方
支
援
隊
と
の
調
整

・
陸
上
自
衛
隊
と
の
調
整

・
宮
古
市
関
係
機
関
（
災
害
対
策

本
部
、
保
健
所
等
）
と
の
調
整

・
消
防
防
災
ヘ
リ
の
要
請
等
に
つ

い
て

表３　指揮支援隊（陸上部隊）派遣概要

期　間 派遣場所・宿営地

第 一 次 派 遣 隊 平成23年
３月12日 ３時11分～15日８時40分

岩手県宮古市
宮古地区広域行政消防本部第 二 次 派 遣 隊 ３月14日 ７時00分～18日11時40分

第 三 次 派 遣 隊 ３月17日 ７時30分～23日８時20分

写真　航空隊の活動
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⑵
教
訓
と
課
題

　

指
揮
支
援
隊
活
動
で
苦
労
し
た

と
こ
ろ
は
情
報
の
伝
達
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
後
、
被
災
地
へ
の

派
遣
に
は
携
帯
電
話
の
他
、
よ
り

多
く
の
通
信
手
段
を
確
保
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
活
動
以
外
の
課
題
は
、

ト
イ
レ
の
確
保
で
あ
っ
た
。
下
水

道
の
管
に
破
損
は
な
か
っ
た
が
上

水
道
管
に
破
損
が
あ
っ
た
模
様
で
、

排
泄
物
を
流
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
を
大
量
に
使
用
し
、

排
泄
物
を
配
管
内
に
落
下
さ
せ
た

り
、
貴
重
な
飲
料
水
を
使
用
し
て

対
処
し
た
。
衛
生
的
に
も
劣
悪
な

状
態
を
思
う
と
簡
易
ト
イ
レ
の
整

備
は
必
須
で
あ
る
。

❹
神
奈
川
県
隊
の
派
遣

⑴
概
要

　

神
奈
川
県
隊
は
、
３
月
11
日
17

時
35
分
に
出
動
要
請
を
受
け
、
直

ち
に
県
内
の
消
防
本
部
に
打
診
し
、

神
奈
川
県
隊
の
編
成
に
あ
た
っ
た
。

折
し
も
大
津
波
警
報
が
発
令
し
て

い
た
た
め
、
県
内
消
防
本
部
も
部

隊
の
派
遣
に
は
苦
労
し
た
。

　

横
浜
市
消
防
局
か
ら
神
奈
川
県

指
揮
隊
１
隊
（
５
人
）、
消
火
隊
２

隊（
10
人
）、
救
助
隊
３
隊（
15
人
）、

後
方
支
援
隊
１
隊
（
６
人
）、
そ
の

他
の
隊
１
隊
（
３
人
）
の
計
８
隊

39
人
で
横
浜
部
隊
を
編
成
し
た
。

神
奈
川
県
隊
と
し
て
は
、
指
揮
隊

２
隊
（
11
人
）、
消
火
隊
20
隊
（
１

０
０
人
）、
救
助
隊
９
隊（
50
人
）、

救
急
隊
４
隊
（
12
人
）、
特
殊
装
備

隊
１
隊
（
２
人
）、
後
方
支
援
隊
22

隊
（
52
人
）
で
県
内
21
消
防
本
部
、

合
計
58
隊
２
２
６
人
で
編
成
さ
れ
、

12
日
０
時
に
進
出
拠
点
で
あ
る
川

崎
市
消
防
局
犬
蔵
訓
練
場
に
集
結

し
、
消
防
庁
か
ら
指
示
さ
れ
た
茨

城
県
庁
に
向
け
出
発
し
た
。
そ
の

後
、
走
行
中
の
同
日
１
時
40
分
に

宮
城
県
気
仙
沼
市
に
向
か
う
よ
う

指
示
が
変
更
さ
れ
た
。

　

こ
の
派
遣
は
、
第
三
次
派
遣
隊

が
終
了
す
る
３
月
20
日
ま
で
行
わ

れ
た
。（
表
４
）

ア　

第
１
次
派
遣
隊
の
活
動

【
３
月
11
日
】

・
派
遣
要
請
に
基
づ
く
部
隊
派
遣

準
備
及
び
派
遣

【
３
月
12
日
】

・
車
両
燃
料
の
給
油
可
能
場
所
の

調
査
及
び
選
定

・
進
出
ル
ー
ト
の
道
路
状
況
の
確

認・
宮
城
野
消
防
署
に
お
い
て
神
奈

川
県
隊
到
着
報
告
及
び
活
動
地
区

の
被
害
状
況
確
認

・
神
奈
川
県
隊
と
宮
城
野
消
防
署

に
よ
る
活
動
調
整
会
議

【
３
月
13
日
】

・
仙
台
市
宮
城
野
区
及
び
若
林
区

の
津
波
被
害
地
区
の
人
命
検
索
及

び
救
出
活
動

・
宮
城
野
消
防
署
、若
林
消
防
署
、

青
葉
消
防
署
及
び
泉
消
防
署
管
内

に
お
け
る
救
急
搬
送

【
３
月
14
日
】

・
仙
台
市
宮
城
野
区
の
津
波
被
害

地
域
の
人
命
検
索
活
動
を
実
施

・
仙
台
市
若
林
区
の
津
波
被
害
地

域
の
人
命
救
出
及
び
人
命
検
索
活

動イ　

第
２
次
派
遣
隊
の
活
動

【
３
月
14
日
】

・
派
遣
要
請
に
基
づ
く
部
隊
派
遣

【
３
月
15
日
〜
17
日
】

・
仙
台
市
宮
城
野
区
の
津
波
被
害

地
区
の
人
命
検
索
及
び
救
出
活
動

ウ　

第
３
次
派
遣
隊
の
活
動

【
３
月
17
日
】

・
派
遣
要
請
に
基
づ
く
部
隊
派
遣

【
３
月
18
日
〜
19
日
】

・
仙
台
市
若
林
区
の
津
波
被
害
地

区
の
人
命
検
索
及
び
救
出
活
動

⑵
教
訓
と
課
題

○
連
絡
手
段
及
び
情
報
入
手
方
法

の
確
保

　

地
震
後
は
、
通
信
手
段
の
確
保

及
び
情
報
の
入
手
が
困
難
に
な
る

こ
と
や
通
信
手
段
が
絶
た
れ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
よ
り
多
く
の
ツ
ー

ル
を
確
保
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

今
回
、
当
局
で
は
、
無
線
機
、
携

帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
、
イ
リ
ジ
ウ

ム
衛
星
携
帯
電
話
を
持
っ
て
現
地

に
向
か
っ
た
が
、
エ
リ
ア
や
時
間

等
の
条
件
に
よ
り
、
通
信
状
況
が

逐
次
１
０
０
％
の
状
態
で
は
な

か
っ
た
。

　

ま
た
、
時
折
発
生
す
る
余
震
と

そ
れ
に
伴
う
津
波
の
情
報
等
、
重

要
な
情
報
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

か
ら
の
情
報
が
迅
速
か
つ
確
実
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
整

備
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

○
燃
料
の
確
保

　

今
回
の
神
奈
川
県
隊
の
派
遣
に

表４　神奈川県隊派遣概要

期　間 派遣場所 宿営地

第 一 次 派 遣 隊 平成23年
３月11日 21時15分～15日８時20分

宮城県仙台市宮城野区
仙台市消防局宮城野消防署

宮城県仙台市宮城野区
創価学会敷地駐車場第 二 次 派 遣 隊 ３月14日７時00分～18日11時40分

第 三 次 派 遣 隊 ３月17日７時30分～20日19時30分

写真　神奈川県隊の活動
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お
い
て
、
ま
ず
苦
労
し
た
の
は
燃

料
の
確
保
で
あ
る
。

　

被
災
地
に
向
か
う
高
速
道
路
上

に
お
い
て
、既
に
軽
油
は
不
足
し
、

給
油
も
停
電
の
た
め
に
時
間
を
要

し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
現
地
で

も
同
様
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
現
地
で
は
、
活
動
の
燃

料
を
確
保
す
る
た
め
、
発
電
機
に

よ
る
照
明
も
極
力
抑
え
て
い
た
。

○
ト
イ
レ
の
確
保

　

ト
イ
レ
は
、
た
ま
た
ま
上
下
水

道
が
使
用
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、

問
題
は
な
か
っ
た
が
、
も
し
、
上

下
水
道
管
に
破
損
が
あ
り
、
水
の

使
用
が
で
き
な
か
っ
た
ら
と
思
う

と
、
簡
易
ト
イ
レ
を
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

○
食
糧
の
確
保

　

食
糧
に
つ
い
て
は
、派
遣
中
は
、

カ
ッ
プ
麺
と
α
米
で
済
ま
せ
て
い

た
。

　

活
動
時
間
を
よ
り
多
く
確
保
す

る
た
め
で
あ
っ
た
が
、や
は
り「
食
」

は
活
動
の
源
で
あ
る
。
健
康
管
理

の
た
め
に
も
検
討
が
必
要
と
感
じ

た
。

○
寒
冷
地
対
策

　

東
北
地
方
へ
の
派
遣
と
い
う
こ

と
で
、
防
寒
対
策
と
し
て
、
そ
れ

な
り
の
衣
服
等
を
持
参
し
た
が
、

や
は
り
十
分
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

　

特
に
テ
ン
ト
で
の
就
寝
時
に
は
、

疲
労
感
に
よ
る
眠
気
も
寒
さ
で
吹

き
飛
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

防
寒
対
策
と
し
て
は
、衣
服
の
他
、

暖
房
機
器
等
の
整
備
も
必
要
で
あ

る
。

　

ま
た
、
反
対
に
夏
季
に
お
け
る

派
遣
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
熱

中
症
の
対
策
も
必
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

○
広
報
活
動
の
充
実

　

今
回
、
専
属
の
広
報
班
を
派
遣

し
な
か
っ
た
こ
と
は
、当
局
に
と
っ

て
痛
恨
の
極
み
で
は
な
か
っ
た
か

と
感
じ
て
い
る
。

　

特
に
画
像
で
活
動
を
残
す
こ
と

は
、
次
回
派
遣
時
（
無
い
こ
と
を

願
う
が
…
）
の
参
考
に
な
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
横
浜
消
防
の
あ
ゆ

み
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

❺ 

千
葉
県
市
原
市
ガ
ス
タ
ン
ク
火

災
へ
の
派
遣

⑴
概
要
（
表
５
）

【
３
月
11
〜
13
日
】

　

消
防
艇
及
び
車
両
か
ら
の
ガ
ス

タ
ン
ク
へ
の
冷
却
放
水

⑵
教
訓
と
課
題

　

長
時
間
に
及
ぶ
放
水
活
動
等
が

予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
海
上
で
の

補
給
船
に
よ
る
燃
料
の
補
給
体
制

の
確
保
方
法
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
食
料
や
交
代
要
員

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
海
上
で
あ
っ
て
も

沿
岸
付
近
で
あ
れ
ば
比
較
的
容
易

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
仮
に
遠
海

で
の
活
動
と
な
っ
た
場
合
は
、
一

市
町
村
で
の
対
応
は
非
常
に
困
難

と
も
考
え
ら
れ
る
。

❻
救
急
部
隊
の
派
遣

⑴
概
要

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
か
ら

20
〜
30
㎞
圏
内
の
病
院
の
入
院
患

者
を
、
近
隣
県
又
は
福
島
県
内
の

病
院
へ
転
院
搬
送
を
行
っ
た
。（
表

６
）

⑵
教
訓
と
課
題

　

救
急
部
隊
の
派
遣
は
、
派
遣
隊

表５　市原市ガスタンク火災への派遣概要

期　間 派遣場所 宿営地

平成23年
３月11日19時08分～13日20時38分

千葉県市原市五井海岸２番地先
コスモ石油千葉製油所 現場交替を行ったため宿営はなし

表６　救急部隊派遣概要
期　間 派遣場所・宿営地

第 １ 次 派 遣 隊 平成23年３月19日～22日

福島県福島市
福島県消防学校

第 ２ 次 派 遣 隊 　　　　３月22日～26日
第 ３ 次 派 遣 隊 　　　　３月25日～28日
第 ４ 次 派 遣 隊 　　　　３月28日～31日
第 ５ 次 派 遣 隊 　　　　３月31日～４月３日
第 ６ 次 派 遣 隊 　　　　４月３日～６日
第 ７ 次 派 遣 隊 　　　　４月６日～10日
第 ８ 次 派 遣 隊 　　　　４月10日～14日
第 ９ 次 派 遣 隊 　　　　４月14日～18日
第 10 次 派 遣 隊 　　　　４月18日～22日
第 11 次 派 遣 隊 　　　　５月４日～10日
第 12 次 派 遣 隊 　　　　５月10日～16日
第 13 次 派 遣 隊 　　　　５月28日～６月３日
第 14 次 派 遣 隊 　　　　６月３日～６日

写真　市原市ガスタンク火災への派遣
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の
中
で
も
最
も
長
期
間
に
及
ぶ
も

の
で
あ
っ
た
。
各
所
属
の
救
急
隊

と
各
所
属
職
員
の
混
成
で
編
成
さ

れ
た
指
揮
隊
及
び
後
方
支
援
隊
で

派
遣
に
臨
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

や
は
り
長
期
間
と
な
る
と
、
人
員

確
保
の
面
で
相
当
な
負
担
と
な
っ

て
い
た
。

　

こ
こ
で
問
題
に
な
っ
た
こ
と
は
、

こ
の
派
遣
隊
の
隊
長
、
副
隊
長
の

人
選
で
あ
っ
た
。
前
述
の
神
奈
川

県
隊
で
は
、
隊
長
は
事
前
に
計
画

を
策
定
し
て
い
た
が
、
こ
の
救
急

部
隊
の
派
遣
で
は
、
派
遣
任
務
等

か
ら
、
す
べ
て
が
想
定
外
の
こ
と

で
あ
っ
た
た
め
、
ゼ
ロ
か
ら
派
遣

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
特
定
の
部

隊
だ
け
の
派
遣
も
考
慮
し
た
体
制

づ
く
り
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

❼ 

福
島
県
第
一
原
子
力
発
電
所
派

遣
隊

⑴
概
要

　

３
月
19
日
15
時
30
分
、
福
島
県

第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
３

号
機
の
使
用
済
み
核
燃
料
保
管

プ
ー
ル
へ
の
注
水
活
動
を
任
務
と

し
た
派
遣
要
請
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
派
遣
は
、
東
京
消
防
庁
、

大
阪
市
消
防
局
に
次
ぐ
派
遣
で
、

３
月
22
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
、

社
会
的
な
影
響
力
や
国
民
の
期
待

を
も
感
じ
ら
れ
る
中
で
の
派
遣
と

な
っ
た
。

　

こ
の
派
遣
が
、
他
の
派
遣
と
大

き
く
違
っ
て
い
た
と
こ
ろ
は
、

・
想
定
以
外
の
活
動
で
あ
っ
た
た

め
事
前
計
画
が
な
か
っ
た
こ
と

・
極
力
高
度
な
戦
術
が
必
要
と
な

る
こ
と

・
見
え
な
い
放
射
線
が
相
手
で
あ

る
こ
と

　

で
あ
っ
た
。
要
請
を
受
け
る
と

同
時
に
、
警
防
課
で
は
、
総
括
責

任
者
（
警
防
部
長
）
を
中
心
に
対

策
が
練
ら
れ
た
。
19
・
20
日
の
２

日
間
、
水
上
消
防
出
張
所
な
ど
で

放
水
ラ
イ
ン
の
設
定
訓
練
、
20
日

10
時
か
ら
東
京
消
防
庁
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
対
策
会
議
、
出
発
の

前
日
の
21
日
に
は
、
横
浜
市
立
大

学
の
医
師
２
人
を
招
き
放
射
線
に

関
す
る
基
礎
知
識
や
安
全
管
理
上

の
留
意
事
項
等
に
つ
い
て
講
義
を

受
け
る
な
ど
、
万
全
の
体
勢
で
派

遣
し
た
。

　

ま
た
、
帰
局
後
に
お
い
て
も
定

期
的
な
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
や

惨
事
ス
ト
レ
ス
対
策
に
関
す
る
講

習
会
等
が
実
施
さ
れ
た
。（
表
７
〜

９
）

⑵
現
地
活
動
の
状
況

○
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
へ
の
進
出
と
進

入
準
備

　

３
月
23
日
９
時
、
総
括
責
任
者

以
下
３
人
が
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
の

全
体
会
議
に
出
席
し
、
注
水
活
動

は
16
時
か
ら
18
時
の
間
へ
と
変
更

し
て
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
。

　

活
動
隊
員
等
35
人
は
、
12
時
05

分
に
Ｊ
ビ
レ
ッ
ジ
に
到
着
、
東
京

消
防
庁
の
ス
ー
パ
ー
ポ
ン
パ
ー
の

操
作
要
領
を
最
終
確
認
し
た
。

　

13
時
45
分
、
任
務
実
施
の
最
終

決
心
が
な
さ
れ
、
装
備
の
着
装
を

開
始
し
た
。
24
人
の
進
入
隊
員
に

対
し
、９
人
が
着
装
補
助
を
行
い
、

袖
口
な
ど
を
慎
重
に
ガ
ム
テ
ー
プ

で
目
張
り
し
、
15
時
00
分
に
進
入

準
備
が
完
了
し
た
。

○
福
島
第
一
原
発
へ
の
進
出

　

15
時
15
分
、
24
人
の
隊
員
が
本

牧
和
田
特
殊
災
害
対
応
隊
及
び
広

報
車
３
台
に
よ
り
、
福
島
第
一
原

発
に
向
け
出
動
し
、
16
時
09
分
に

正
門
前
に
到
着
し
た
。

　

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
消
防
指
揮
本

部
と
活
動
隊
員
は
、
東
電
本
部
の

Ｐ
Ｈ
Ｓ
（
専
用
携
帯
電
話
）
で
連

絡
調
整
を
行
っ
た
が
、
16
時
13
分

に
免
震
棟
へ
２
人
、
偵
察
活
動
に

３
人
が
敷
地
内
に
進
入
し
た
旨
連

絡
が
入
っ
た
。

○
注
水
活
動
の
中
止

　

16
時
22
分
、
東
電
本
部
か
ら
消

防
指
揮
本
部
へ
、
３
号
機
か
ら
黒

煙
噴
出
の
情
報
が
入
っ
た
。
統
括

責
任
者
ほ
か
指
揮
要
員
は
東
電
本

部
の
モ
ニ
タ
ー
で
状
況
を
確
認
し
、

現
場
へ
活
動
停
止
を
指
示
し
た
。

既
に
進
入
し
て
い
た
隊
員
５
人
は

正
門
前
ま
で
退
避
し
、
消
防
指
揮

表７　福島県第一原子力発電所派遣隊の概要

期　間 派遣場所 宿営地

平成23年
３月22日８時00分～24日22時20分

福島県双葉郡大熊町
福島第一原子力発電所
福島県双葉郡楢葉町
Ｊビレッジ

福島県いわき市平下荒川字
南作
いわき市総合体育館

表８　福島県第一原子力発電所派遣隊の指揮体制
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本
部
に
お
い
て
も
Ｐ
Ｈ
Ｓ
を
通
じ

て
退
避
完
了
を
確
認
し
た
。

　

統
括
指
揮
者
か
ら
東
電
本
部
へ

黒
煙
噴
出
の
原
因
な
ど
を
確
認
し

た
が
状
況
把
握
が
困
難
で
あ
っ
た

た
め
、
16
時
34
分
に
任
務
を
中
止

し
全
員
の
引
揚
げ
を
指
示
し
た
。

　

進
入
隊
員
は
、
17
時
23
分
に
Ｊ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
戻
り
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
及
び
医
師
に
よ
る
メ
デ
ィ
カ

ル
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
。

⑶
教
訓
と
課
題

○
宿
営
地
と
指
揮
本
部
が
離
れ
、

総
合
指
揮
隊
と
活
動
部
隊
が
分
か

れ
て
活
動
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な

場
合
、
総
括
責
任
者
の
下
に
複
数

の
課
長
級
隊
長
を
配
置
す
る
必
要

が
あ
る
。

○
任
務
が
特
殊
な
う
え
、
様
々
な

連
絡
調
整
や
詳
細
な
記
録
の
作
成
、

各
種
物
品
の
確
保
等
を
現
場
で
行

う
必
要
が
あ
る
場
合
、
後
方
支
援

体
制
の
充
実
の
た
め
次
の
点
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
支
援
統
括
、
情
報
担
当
、
記
録

担
当
、
生
活
担
当
な
ど
を
専
任
化

す
る
。

・
後
方
支
援
体
制
の
早
期
構
築
を

図
る
た
め
、
上
記
各
担
当
を
派
遣

準
備
段
階
か
ら
参
画
さ
せ
、
そ
の

ま
ま
後
方
支
援
部
隊
と
し
て
派
遣

す
る
。

○
大
規
模
特
殊
災
害
へ
の
派
遣
に

迅
速
な
対
応
を
図
る
た
め
、
次
の

装
備
を
充
実
す
る
。

・
簡
易
防
護
服
の
上
に
着
装
す
る

ワ
ン
ピ
ー
ス
型
防
護
衣
（
雨
天
活

動
可
能
な
も
の
）
や
ヨ
ウ
素
吸
着

管
付
き
防
毒
マ
ス
ク
を
充
実
す
る
。

・
情
報
収
集
及
び
伝
達
手
段
と
し

て
、
衛
星
携
帯
電
話
や
ネ
ッ
ト
接

続
パ
ソ
コ
ン
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
テ
レ

ビ
な
ど
通
信
機
器
等
の
携
行
品
を

充
実
す
る
。

❽ 

今
後
の
緊
急
消
防
援
助
隊
派
遣

に
課
せ
ら
れ
た
課
題
の
総
括

　

各
派
遣
隊
か
ら
の
課
題
を
整
理

し
、
今
後
の
整
備
が
必
要
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

ア　

人
員
の
確
保

　

今
回
の
緊
急
消
防
援
助
隊
の
大

規
模
な
派
遣
の
中
で
、
最
も
派
遣

人
員
が
多
か
っ
た
日
は
、
３
月

19
・
20
日
で
、
準
備
隊
を
含
め
て
、

１
２
０
人
ほ
ど
の
人
員
が
派
遣
業

務
に
従
事
し
て
い
た
。
さ
ら
に
派

遣
を
終
え
て
、
通
常
勤
務
体
制
に

加
わ
っ
て
い
な
い
職
員
を
加
え
る

と
合
計
で
２
０
０
人
以
上
の
職
員

が
、
緊
急
消
防
援
助
隊
と
い
う
特

別
任
務
に
つ
い
て
い
た
こ
と
に
な

る
。

　

ま
た
、
今
回
の
派
遣
を
参
考
と

し
、
後
述
の
派
遣
職
員
の
任
務
等

の
再
整
備
や
現
地
で
の
交
代
要
員

を
考
慮
す
る
と
、
派
遣
人
員
を
増

員
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

（
参
考
：
３
月
中
の
派
遣
隊
員
の
平

表９　福島県第一原子力発電所派遣隊への派遣部隊
隊名（各１隊） 人員 隊名（各１隊） 人員

総合指揮隊 ５人 大黒町消防隊 ５人

機動第２救助隊 ６人 大黒町大型高所放水隊 ４人

機動支援隊 ５人 入船化学消防隊 ５人

本牧和田特殊災害対応隊 ５人 ホース延長隊 ３人

輸送隊２号車（隊員輸送） 13人 その他の車両（※） 16人

表10　派遣先別活動状況
派遣先 期　間 主な任務 派遣部隊 小　計

①　岩手県
　　（宮古市･
　　　花巻市）

３月11日～30日

　宮古市消防本部への
指揮支援
　航空隊による傷病者
の転院搬送及び救援物
資搬送支援

指揮支援隊
航空隊　　　他

13隊
52人

②　宮城県
　　（仙台市） ３月11日～20日

　宮城野地区における
津波被害による人命救
助及び行方不明者の検
索

神奈川県指揮隊
救助隊、消火隊
後方支援隊

28隊
122人

③　福島県
　　（双葉郡） ３月22日～24日

　東京電力福島第一原
発における３号炉への
冷却放水活動

特殊災害対応隊
高所放水隊
ホース延長隊
特別高度救助部隊
　　　　　　他

9隊
67人

④　千葉県
　　（市原市） ３月11日～13日

　石油製油所における
ガスタンク火災の消火
活動

大型化学消防隊
高所放水隊
消防艇　　　他

10隊
33人

⑤　福島県
　　（福島市）

３月19日～
　６月６日（※）

　福島第一原発から約
20K～30K圏内の被災
住民への救急活動支援
及び救急対応　

神奈川県指揮隊
救急隊
後方支援隊　

68隊
241人

※期間中、埼玉県隊との交替期間あり 合　　計 128隊
515人

写真　 福島県第一原子力発電所派遣隊
装備着装風景
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表11　本市の緊急消防援助隊派遣状況

均
超
過
勤
務
時
間
約
38
時
間
）

イ 　

派
遣
部
隊
及
び
派
遣
職
員
に

お
け
る
任
務
の
再
整
備

　

現
地
情
報
（
進
入
路
を
含
む
。）

を
迅
速
か
つ
正
確
に
把
握
す
る
た

め
、
情
報
収
集
を
専
門
と
し
た
先

遣
隊
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。ま
た
、

人
員
や
生
活
物
資
等
を
搬
送
す
る

後
方
支
援
部
隊
や
、
現
地
で
の
活

動
記
録
や
情
報
収
集
を
任
務
と
す

る
専
従
隊
員
を
派
遣
す
る
必
要
が

あ
る
。

ウ　

情
報
収
集
体
制
の
再
整
備

　

今
回
、
通
信
機
器
と
し
て
、
有

効
性
が
実
証
さ
れ
た
も
の
は
、
イ

リ
ジ
ウ
ム
衛
星
携
帯
電
話
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
電
話
の
再
整

備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

加
え
て
、
災
害
発
生
時
の
情
報

収
集
体
制
に
は
、
全
体
像
を
捉
え

る
た
め
に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
が
有

効
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
被
災
地
の
み

な
ら
ず
、消
防
本
部
に
お
い
て
も
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
の
再
整
備
及

び
専
従
職
員
の
配
置
と
い
っ
た
体

制
の
再
構
築
も
必
要
で
あ
る
。

エ　

生
活
用
物
資
等
の
確
保

　

派
遣
隊
に
対
す
る
食
糧
や
飲
料

水
等
の
生
活
物
資
は
あ
る
程
度
の

用
意
あ
っ
た
が
、
今
回
の
よ
う
に

発
災
で
物
流
に
影
響
が
出
る
と
、

迅
速
性
や
長
期
間
の
派
遣
に
は
耐

え
ら
れ
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
簡
易
ト
イ
レ
も
整
備
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

オ　

受
援
体
制
の
再
整
備

　

最
後
に
、
今
回
の
東
日
本
大
震

災
に
お
け
る
緊
急
消
防
援
助
隊
の

派
遣
か
ら
、
予
想
さ
れ
る
首
都
圏

直
下
地
震
等
の
際
に
は
、
緊
急
消

防
援
助
隊
の
受
け
入
れ
、
即
ち
受

援
側
に
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今

回
の
応
援
派
遣
の
裏
側
に
あ
る
受

援
体
制
に
つ
い
て
も
再
考
す
る
必

要
が
あ
る
。

３ 

　 

お
わ
り
に

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

緊
急
消
防
援
助
隊
は
、
当
局
に
お

い
て
も
、
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い

る
中
で
、
大
規
模
か
つ
長
期
間
に

及
ぶ
派
遣
で
あ
っ
た
。
事
前
計
画

を
は
る
か
に
超
え
た
、
全
く
想
定

外
の
事
態
の
連
続
の
中
で
、
派
遣

さ
れ
た
延
べ
５
１
５
人
の
職
員
の

他
、
各
所
属
で
は
、
通
常
の
横
浜

市
内
の
消
防
力
を
維
持
す
る
た
め
、

欠
員
を
非
番
助
勤
等
で
補
い
乗
り

切
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
３
，４
０

０
人
余
り
の
全
職
員
で
対
応
し
た

緊
急
消
防
援
助
隊
の
派
遣
と
言
っ

て
良
い
で
あ
ろ
う
。

　

苦
し
い
時
期
も
あ
っ
た
が
、我
々

横
浜
消
防
職
員
の
支
え
と
な
っ
て

い
た
も
の
は
、
現
地
で
の
被
災
者

か
ら
の
感
謝
の
意
や
消
防
本
部
に

入
る
激
励
の
言
葉
等
で
あ
っ
た
。


